
高校教育指導課

学びの改革担当

6773

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B22
「教育の情報化」基盤整備費 教育費 教育振興費 情報教育推進費

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 宣言項目 06 次代を担う人財育成

分野施策 030622 質の高い学校教育の推進

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △137,748 △137,748 1,379,616

現計額 1,517,364 1,517,364

平成30年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

高等学
校費

事 業
期 間

平成13年度～ 根 拠
法 令

　県立学校間ネットワーク、校内ＬＡＮ、校務支援シス
テム、教員用コンピュータ等の「教育の情報化」に
係る基盤を整備する。
（５）教育情報ネットワーク管理運営費  △96,221千円
　　　予算の節減及び見込みを下回ったことによる減
（６）次期学習指導要領に対応した　　　△41,527千円
　　　ＩＣＴ環境整備事業
　　　予算の節減及び見込みを下回ったことによる減

（１）事業内容
　　ア　校務支援システム管理運営費　　　　　　      　29,967千円
　　イ　校内用コンピュータ管理運営費　　　　　 　　  137,903千円
　　ウ　教員用コンピュータ管理運営費 　　　　    　  184,985千円
　　エ　生徒用コンピュータ管理運営費　　　　　 　    529,261千円
　　オ　教育情報ネットワーク管理運営費       　　    322,447千円
　　カ　次期学習指導要領に対応したＩＣＴ環境整備事業 312,801千円

（２）事業計画
　　ア　校務支援システムを利用することで校務の効率化を図る。
　　イ　ＨＲ、図書館、進路指導室等の共用ＰＣを整備する。
　　ウ　成績処理、教材作成のための教員用ＰＣを整備する。
　　エ　授業で使用するコンピュータ教室用機器を整備する。
　　オ　学校間ネットワーク・校内ＬＡＮ・ファイルサーバ等を管理運営する。
　　　　また、機器の老朽化により保守ができないため、更新する。
　　カ　タブレット端末やアクセスポイントなど次期学習指導要領に対応した環境を整備する。

（３）事業効果
　　ア　教員が生徒と向き合う時間を増加させる。
　　イ　生徒の興味・関心を高め、わかる授業が展開できる。
　　ウ　成績処理や教材作成が効率化できる。
　　エ　学習指導要領に定められた情報教育を行うことができる。
　　オ　円滑なネットワークの運営や総合的なセキュリティ対策が行える。
　　　　最新のセキュリティ対策の導入や機器管理を効率化できる。
　　カ　生徒個々の主体的・継続的な学びを支援する。

（４）補正予算の概要
　　オ・カ：予算の節減及び見込みを下回ったことによる減額。

 （１）～（６）（県10/10）
 

　地方交付税（単位費用）
　（区分）高等学校費（細目）学級経費
　（細節）学級経費
　（積算内容）教育用コンピュータ整備費

　9,500千円×3.4人＝32,300千円

補正後の
予算額

― 教育局 B22 ―
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